
国
労
東
日
本
本
部
は
、
「
昇

進
昇
格
差
別
事
件
」
の
和
解
成

立
を
受
け
て
、
昨
年
１
２
月
か

ら
出
向
・
配
転
等
４
０
事
件
」
、

本
年
６
月
か
ら
「
バ
ッ
ジ
事
件
」

の
和
解
協
議
を
進
め
て
き
た
。

１
０
月
２
４
日
中
央
労
働
委

員
会
は
労
使
双
方
に
対
し
、

「
出
向
・
配
転
等
４
０
事
件
」

「
バ
ッ
ジ
事
件
等
に
対
す
る
勧

告
書
・
確
認
書
及
び
覚
書
の
最

終
勧
告
を
提
示
し
た
。

国
労
東
日
本
本
都
は
、
第
４

回
執
行
委
員
会
を
開
催
し
、
２

０
年
に
わ
た
る
闘
い
は
、
差
別
・

組
織
攻
撃
に
抗
し
て
闘
い
続
け

て
き
た
事
を
再
確
認
す
る
と
と

も
に
、
今
後
も
職
場
の
労
働
条

件
改
善
・
「
安
全
・
安
定
輸
送
」

等
の
取
り
組
み
と
と
も
に
「
労

使
関
係
の
改
善
」
が
重
要
な
課

題
で
あ
る
と
の
認
識
に
立
ち
、

勧
告
書
に
「
健
全
で
良
好
な
労

使
関
係
」
の
確
立
及
び
「
公
平
・

公
正
な
人
事
を
行
う
」
な
ど
が

明
記
さ
れ
て
い
る
と
判
断
し
、

執
行
委
員
会
は
勧
告
書
を
「
受

諾
」
す
る
こ
と
と
し
た
。

引
き
続
き
、
地
方
本
部
委
員

長
会
識
を
開
催
し
「
出
向
協
定
」

な
ど
、
多
く
の
議
論
を
通
じ
各

地
方
本
部
と
東
日
本
本
部
は
、

勧
告
書
の
「
受
諾
」
を
確
認
し
、

引
き
続
き
連
携
を
図
り
闘
う
意

思
統
一
を
行
っ
た
。

国
労
東
日
本
本
部
は
、
中
労

委
の
場
で
勧
告
書
を
「
受
諾
」

す
る
旨
の
態
度
表
明
を
行
っ
た
。

会
社
側
か
ら
も
「
労
使
関
係

の
改
善
」
に
向
け
て
勧
告
書
を

「
受
諾
」
す
る
旨
の
態
度
表
明

が
行
わ
れ
た
。

国
労
束
日
本
本
部
は
、
約
２

０
年
間
に
わ
た
っ
た
闘
い
の
中

問
的
到
達
点
と
し
て
受
け
止
め
、

引
き
続
き
組
織
強
化
・
拡
大
、

労
働
条
件
改
善
を
は
じ
め
と
す

る
闘
い
に
全
カ
を
尽
く
す
こ
と

と
す
る
。

以
降
「
担
当
弁
護
団
、
全
地

方
本
部
・
申
立
て
支
部
代
表
者

会
議
」
を
１
１
月
５
日
に
開
催

し
、
和
解
調
印
日
の
取
り
扱
い

の
意
思
統
一
を
図
る
。
翌
６
日

に
中
労
委
第
１
２
回
調
査
を
行

い
、
そ
の
後
和
解
勧
告
に
基
づ

く
和
解
調
印
式
を
行
う
予
定
。

ま
た
地
方
本
部
と
し
て
は
東

日
本
本
部
指
示
に
基
づ
き
、
支

部
代
表
者
会
議
（
１
０
月
２
７

日
に
開
催
済
）
、
分
会
代
表
者

会
議
等
を
開
催
し
、
「
勧
告
書
」

等
の
趣
旨
・
内
容
の
徹
底
を
図

る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

第２４７４号 国労せんだい ２００６年１１月５日

団結 抵抗 統一

国
労
東
日
本
本
部
は
１
０
月
２
５
日
、
東
日
本
会
社
と
争
っ
て
き
た
「
出

向
・
配
転
等
４
０
事
件
及
び
バ
ッ
チ
事
件
」
に
対
す
る
中
労
委
の
和
解
勧
告

書
を
「
受
託
」
し
た
。

長
期
に
及
ぶ
闘
い
を
何
と
か
終
結
を
し
た
い
と
模
索
す
る
中
労
委
等
の

思
い
の
一
方
に
、
当
事
者
の
「
想
い
」
も
存
在
す
る
こ
と
も
否
定
出
来
な
い
。

２
０
年
に
も
及
ぶ
闘
い
の
経
過
は
事
象
こ
そ
違
え
ど
闘
争
団
の
闘
い
と
同

様
だ
。

以
下
に
本
部
が
受
託
し
た
経
過
等
【
指
示
第
２
８
号
１
０
月
２
５
日
】
を
掲

載
す
る
。
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Ｄ
５
１
合
唱
団
は
、
１
０
月

２
７
日
（
金
）
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合

テ
レ
ビ
番
組
「
情
報
テ
ラ
ス
」(

生
放
送
）
で
県
内
で
活
動
し

て
い
る
合
唱
団
と
し
て
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。
出
演
を
し
た

団
員
か
ら
当
日
の
感
想
な
ど

が
届
い
て
い
ま
す
の
で
、
撮
影

現
場
の
ス
ナ
ッ
プ
を
合
わ
せ

て
紹
介
し
ま
す
。

「
私
た
ち
Ｄ
５
１
合
唱
団
は
こ

こ
数
年
、
学
校
公
演
や
病
院

待
合
室
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
で

出
前
演
奏
を

積
極
的
に
行
っ

て
来
ま
し
た
。

そ

こ
で
歌

っ

て
き
た
の
は
、
日
本
民
謡
や

鉄
道
の
仕
事
か
ら
生
ま
れ
た

歌
、
分
割
民
営
で
採
用
さ
れ

な
か
っ
た
仲
間
が
作
っ
た
歌

な
ど
、
労
働
者
や
弱
い
立
場

の
人
を
励
ま
す
歌
で
す
。
そ

う
し
た
思
い
を
、
ど
ん
な
所

で
も
ナ
ッ
パ
服
と
Ｄ
５
１
の
ロ

ゴ
の
入
っ
た
法
被
を
ま
と
い

歌
っ
て
き
ま
し
た
。
歌
を
聴
い

て
く
れ
た
高

校
生

か
ら
は

「
分
割
民
営
の
こ
と
を
初
め

て
知
っ
た
」
「
差
別
の
無
い
職

場
で
働
き
た
い
」
「
元
気
を
も

ら
っ
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た

活
動
が
合
唱
連
盟
の
役
員
の

目
に
止
ま
り
、
初
の
テ
レ
ビ

出
演
と
な
っ
た
し
だ
い
で
す
。

当
日
は
９
人
の
団
員
と
指
導

者
の
小
林
康
浩
さ
ん
、
小
野

寺
美
穂
さ
ん
の
力
を
借
り
て
、

緊
張
の
中
に
も
、
い
つ
も
の
Ｄ

５
１
ら
し
さ
を
発
揮
し
、
県

内
の
お
茶
の
間
に
元
気
な
歌

声
が
響
き
渡
っ
た
と
思
い
ま

す
。

（
団
長

高
橋
和
彦
）

仲
間
の
異
動

◆
駒
木
根
孝
一
氏(

１
０
月
２
６
日
付)

東
京
駅
↓
テ
ク
ノ
サ
ー
ビ
ス

郡
山
営
業
所
（
出
向
）

◆
村
上

正
博
氏(

１
０
月
２
３
日
付)

東
照
宮
駅
↓
大
久
保
駅

◆
鈴

木

基
氏(

１
０
月
２
５
日
付)

渋
谷
駅
↓
古
川
駅



国
労
東
日
本
本
部
は
１
０
月
１

１
日
、
東
日
本
会
社
と
出
向
の

取
扱
い
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
た
。
締
結
し
た
協
定
の
内
容

は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会

社
と
国
鉄
労
働
組
合
東
日
本

本
本
部
は
、
関
連
会
社
等
へ
の

出
向
の
推
進
に
関
し
て
次
の
と

お
り
協
定
す
る
。

１

会
社
が
業
務
の
必
要
性
に

よ
り
、
東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式

会
社
就
業
規
則
第
２
８
条
に
基

づ
き
、
社
員
を
関
連
会
社
又
は

団
体
等
に
出
向
さ
せ
る
場
合
の

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
出
向
規
定

に
よ
る
ほ
か
こ
の
協
定
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
こ
と
と
し
、

出
向
制
度
の
円
滑
な
運
営
を
図

る
こ
と
と
す
る
。

２

出
向
期
間
は
、
原
則
と
し
て

３
年
以
内
と
す
る
。
な
お
、
出

向
期
間
を
延
長
す
る
場
合
は
、

出
向
規
定
第
３
条
に
準
じ
て
取

り
扱
う
。

３

出
向
社
員
に
対
す
る
賃
金

支
給
基
準
の
決
定
に
あ
た
っ
て

は
、
出
向
先
で
の
業
務
内
容
、

出
向
先
の
賃
金
水
準
等
を
勘
案

す
る
。

平
成
１
８
年
１
０
月
１
１
日

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
会

代
表
取
締
役
社
長

清
野

智

印

国
鉄
労
働
組
合
東
日
本
本
本
部

執
行
委
員
長

伊
藤
秀
樹

印

期
日

平
成
１
８
年
１
０
月
１
０
日

場
所

本
杜
会
議
室

出
席
者

(

会
杜)
木
村
課
長
、

百
瀬
課
長
、
鈴
木
副
課
長
、
大

川
副
課
長
、
佐
藤
、
佐
々
木

(

組
合)

高
野
書
記
長
、
藤
野
副

委
員
長
、
山
根
執
行
委
員

議
題

国
労
東
目
本
申
第
３
６
号

「出
向
問
題
に
関
す
る
申
し
入
れ
」

概
要

以
下
の
と
お
り

(

組
合)

出
向
期
間
満
了
後
に
延

長
を
行
う
場
合
は
、
原
則
１
年

と
す
る
。
な
お
、
出
向
期
間
延

長
に
当
っ
て
は
出
向
者
の
意
向

を
前
広
に
把
握
し
、
意
向
を
尊

重
す
る
こ
と
。

(

会
杜)

多
く
の
箇
所
で
１
年
延

長
と
い
う
運
用
を
し
て
い
る
事

実
は
あ
る
が
、
出
向
期
間
の
延

長
に
つ
い
て
は
、
出
向
先
会
杜

か
ら
の
要
請
や
会
杜
の
業
務
上

の
必
要
性
、
本
人
の
希
望
等
を

勘
案
し
な
が
ら
、
そ
の
都
度
決

定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
ま
で

の
還
用
の
経
過
を
踏
ま
え
取
り

扱
う
こ
と
と
な
る
が
、
会
杜
と

し
て
は
原
則
１
年
と
す
る
考
え

は
な
い
。

(

組
合)

出
向
期
間
中
に
お
い
て
、

パ
ー
ト
ナ
ー
会
杜
及
び
グ
ル
ー

プ
会
杜
の
都
合
等
で
エ
リ
ア
変

更
な
ど
に
よ
り
就
労
箇
所
の
変

更
が
生
じ
た
場
合
、
事
前
に
各

支
杜
は
対
応
機
関
及
び
出
向
者

に
前
広
に
説
明
を
行
う
と
と
も

に
、
出
向
期
間
の
取
り
扱
い
は

当
初
の
出
向
期
間
の
残
余
期
間

内
と
す
る
こ
と
。

(

会
杜)

出
向
期
間
に
つ
い
て
の

基
本
は
３
年
間
で
あ
る
。
エ
リ

ア
変
更
な
ど
に
よ
り
出
向
先
会

杜
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
等
に

つ
い
て
は
、
会
杜
と
パ
ー
ト
ナ
ー

会
杜
等
の
協
議
等
を
踏
ま
え
て
、

当
該
杜
員
の
所
属
支
杜
に
お
い

て
実
態
を
踏
ま
え
な
が
ら
個
別

に
決
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
な
お
、
個
別
の
就
労
条
件

の
変
更
に
つ
い
て
は
個
別
に
通

知
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
都
度

対
応
機
関
に
説
明
を
要
す
る
も

の
と
は
考
え
て
い
な
い
が
、
大

き
な
施
策
の
変
化
が
生
じ
た
場

合
、
必
要
に
よ
り
事
柄
を
伝
え

る
こ
と
は
や
ぶ
さ
か
で
は
な
い
。

(

組
合)

パ
ー
ト
ナ
ー
会
杜
等
へ

の
出
向
発
令
は
、
原
則
支
杜
管

内
と
す
る
こ
と
。

(

会
杜)

実
態
と
し
て
は
支
杜
管

外
へ
の
出
向
は
多
く
な
い
と
は

言
え
る
が
、
原
則
支
杜
内
に
す

る
と
い
う
考
え
は
な
い
。

(

組
合)

家
庭
の
事
情
等(

家
族

に
病
弱
者
や
介
護
等
を
必
要
と

す
る
者
が
い
る
場
合
な
ど)

に

よ
り
出
向
が
困
難
な
杜
員
に
対

し
て
は
、
出
向
発
令
の
対
象
と

し
な
い
こ
と
。

(

会
杜)

杜
員
の
状
況
等
に
つ
い

て
は
前
広
に
把
握
し
た
上
で
、

出
向
の
必
要
性
、
本
人
の
事
情

等
を
総
合
的
に
勘
案
し
判
断
し

て
き
て
お
り
、
今
後
も
同
様
の

取
り
扱
い
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

(

組
合)

出
向
期
間
終
了
後
の
復

帰
に
当
っ
て
は
、
本
人
の
意
向

を
前
広
に
把
握
し
、
本
人
意
向

を
尊
重
し
て
取
り
扱
う
こ
と
。

(

会
社)

出
向
期
間
終
了
後
の
復

帰
に
つ
い
て
は
、
本
人
希
望
を

前
広
に
把
握
し
、
本
人
に
対
す

る
説
明
も
行
っ
て
い
く
も
の
で

あ
る
が
、
復
帰
箇
所
等
に
つ
い

て
は
、
必
ず
し
も
本
人
希
望
ど

お
り
と
は
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

以
上

第２４７４号 国労せんだい ２００６年１１月５日
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出
向
協
定
を
締
結

国
労
宮
城
県
支
部
は
１
０
月

２
９
日
、
定
期
大
会
会
を
開
催

し
、
新
執
行
部
の
下
、
闘
う
体

制
と
方
針
を
確
立
し
た
。

◆
執
行
部
を
代
表
し
て
挨
拶
に

立
っ
た
秋
山
委
員
長
は

①
１
０
４
７
名
解
雇
撤
回
の
闘

い
に
つ
い
て
「
全
国
大
会
以
降
様
々

な
取
組
が
行
わ
れ
、
大
同
団
結

が
作
り
上
げ
ら
れ
つ
つ
あ
る
。

４
党
合
意
で
生
じ
た
不
団
結
要

素
を
排
除
し
一
枚
岩
の
団
結
を

作
り
上
げ
闘
い
に
勝
利
し
よ
う
」

②
安
全
問
題
に
つ
い
て
「
列
車
の

脱
線
転
覆
事
故
に
始
ま
り
、
触

車
死
亡
、
設
備
事
故
な
ど
止
む

こ
と
を
知
ら
な
い
。
発
端
は
規

制
緩
和
で
あ
り
、
合
理
化
施
策

に
よ
っ
て
尊
い
命
が
奪
わ
れ
て
い

る
。
点
検
・
摘
発
等
何
を
す
べ
き

か
真
剣
な
議
論
を
」

③
政
治
闘
争
に
つ
い
て
「
今
春
の

大
崎
市
議
選
で
２
名
を
組
織
内

候
補
と
し
て
推
薦
し
た
が
当
落

が
分
か
れ
、
ま
た
組
織
内
に
混

乱
も
生
じ
た
。
来
春
の
統
一
地

方
選
や
参
議
院
選
挙
で
は
課
題

を
克
服
し
勝
利
し
よ
う
」

④
出
向
・
配
転
・
バ
ッ
ジ
事
件
の

包
括
的
和
解
に
つ
い
て
「
昇
進

和
解
に
続
き
全
面
和
解
が
決

定
し
た
が
、
一
方
で
試
験
に
合

格
す
る
た
め
に
と
脱
退
者
が
出

た
り
、
４
月
に
渡
辺
前
書
記
長

が
、
１
０
月
に
は
村
上
執
行
委

員
が
地
域
間
異
動
に
出
さ
れ

る
な
ど
組
織
攻
撃
と
受
け
止
め

ざ
る
を
得
な
い
状
況
も
あ
る
。

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
て

の
和
解
な
の
か
を
組
合
員
に
理

解
し
て
も
ら
う
場
が
早
急
に
必

要
」
と
４
点
に
つ
い
て
述
べ
た
。
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正
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委
員
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曽
我

浩
之

書
記
長

山
田

芳
夫

執
行
委
員

宮
本

広
美

同

内
田

五
郎

同

八
巻

孝
夫

同

畠
山

満

同

立
山

昭
仁

同

木
藤

昭
弘

婦
人
部
長

三
上

敦
子

会
計
監
査

後
藤

武
志

同

畠
山

勉


